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恒例になりました

１
月

日
（
水
）
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り

18

ま
し
た
「
柘
植
小
学
校
新
春
か
る
た
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
校
児
童
と
先
生
方
、
教
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
メ
ン
バ
ー
が
体
育
館
に
集
合
し
、
『
柘

植
の
ホ
ン
ト
！
か
る
た<

大
判>

』
を
利
用
し
て
、

各
学
年
混
成
８
チ
ー
ム
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
６
年
生
が
読
む
札
を
合
図
に

絵
札
を
取
り
合
い
ま
し
た
（
上
写
真
）
。

そ
の
後
、
各
教
室
に
分
か
れ
、
チ
ー
ム
対
抗

で
の
か
る
た
大
会
を
行
い
、
取
っ
た
札
の
得

点
を
競
い
あ
い
ま
し
た
（
右
写
真
）
。

優
勝
チ
ー
ム
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
は
初
参
加
…
。
「
上
級
生
と
一
緒
に

ペ
ア
を
組
め
て
楽
し
か
っ
た
。
」
と
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
開
会
時
に

は
、
『
ホ
ン
ト
か
る

た
』
の
製
作
者
で
あ

る
田
中
重
之
さ
ん
か

ら
、
都
美
恵
神
社
の

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
話
も
あ
り
ま
し
た
。

♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥

つ
げ
の
ま
ち
に

賑
わ
い
を

女
性
部
会
で
は
、
今

年
が
斎
王
群
行

周
年

１５

で
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん

で
、
ま
た
手
作
り
人
形

に
「
ま
ち
の
賑
わ
い
を
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
に
は
柘
植

地
域
の
各
所
に
青
竹
を
使
っ
て
ひ
な
人

形
を
展
示
し
、
３
月
３
～
６
日
に
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
催
し
を
す
る
予

定
で
す
。
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受
賞
者
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地元のみなさんの

入賞を期待したい

ところです

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
「
秋
日
和
」

月
７
日
（
水
）、
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て

１２
厳
正
な
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
皆
様

が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

グ
ラ
ン
プ
リ
賞

「
秋
日
和
」

染
井
英
雄(

鈴
鹿
市)

準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

「
至
福
の
時
」

堀
部
憲
幸(

鈴
鹿
市)

「
柘
植
の
地
を
行
く
」

沼
田
昭
広(

鈴
鹿
市)

中
日
新
聞
社
賞

「
禊
の
儀
」

榎
本
清
司(

鈴
鹿
市)

三
重
テ
レ
ビ
放
送
賞

「
舞
い
」

遠
藤
義
光(

鈴
鹿
市)

協
議
会
会
長
賞

「
お
国
入
り
」

藤
高
文
男(
津
市)

入
選「

華
や
か
さ
を
彩
る
」

馬
路
光
一(

亀
山
市)

「
雅
や
か
な
斎
王
群
行
」

西
村
幸
子(

亀
山
市)

「
斎
王
群
行
旅
立
ち
一
行
」

岡
田
昭
重

(

亀
山
市

「
さ
あ

出
発
」

山
川
充
子(

鈴
鹿
市)

「
視
線
」

竹
内
静
恵(

鈴
鹿
市)

備
考

応
募
状
況

①
出
品
者
２
９
名

②
出
品
数
７
９
作
品

審
査
員

坂
尾
富
司
（
二
科
会
・
写
真
部
会
員
）

澤
田
一
朗
（
中
日
新
聞
社
伊
賀
支
局
長
）

中
村
忠
明
（
斎
王
群
行
実
行
委
員
長
）

審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
坂
尾
富
司

さ
ん
か
ら
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

斎
王
群
行
の
雰
囲
気
を
う
ま
く
と
ら
え
て

い
る
写
真
が
多
か
っ
た
で
す
。

毎
年
毎
年
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
質
・
量
（
出
展
数
）

と
も
に
始
ま
っ
て
以
来
最
高
で
し
た
。
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月

日
（
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
）
の
午
後
、

１２

２４

恒
例
と
な
り
ま
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
音
楽
と
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
で
多
く
の
来
場
者
が
楽

し

い

ひ

と

時

を

過

ご

し

ま

し

た

。
（

前

号

既

報

の

黒

豆

販

売

も

同

時

開

催

し

ま

し

た

。
）

サ
ン
タ
さ
ん
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
中
、
最
初
に
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
よ
う

な
衣
装
の
マ
ジ
ョ
ン
ナ
さ
ん
（
左
写
真
）
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
次
は
、
頭
に
ク
リ
ス

マ
ス
ら
し
い
飾
を
付
け
た
な
で
し
こ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に

よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
（
上
写
真
）
、
最
後
に
は

グ
リ
ー
ン
・
リ
ー
ブ
ス
の
演
奏
と
歌
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

会
の
終
わ
り
に
は
、
サ
ン

タ
が
、
白
い
大
き
な
袋
か
ら

来
場
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

〇
マ
ジ
ョ
ン
ナ
さ
ん
は
何
度
も
早
変
わ
り
の

衣
装
で
、
マ
ジ
ッ
ク
も
次
か
ら
次
へ
と
千
変

万
化
し
本
当
に
不
思
議
で
し
た
。

〇
オ
カ
リ
ナ
の
曲
は
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
と
て
も
親
し
み
や
す

か
っ
た
で
す
。
ま
た
讃
美
歌
な
ど
は
、

心
が
癒
さ
れ
る
美
し
い
歌
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〇
大
人
も
子
ど
も
に
な
っ
た
つ
も
り

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

来
年
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

ス
マ
ホ
の
す
ご
さ
が

本
当
に
わ
か
り
ま
し
た

１
月

日
（
水
）
午
後
、
住
民
向
け
ス
マ

１８

ホ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
予
約
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
含
む

名
の
方
が
受
講
）

３０

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い
方
、
持
っ
て
い

て
も
う
ま
く
使
え
な
い
方
ば
か
り
で
し
た
が
、

「
ま
ち
協
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
を
中
心

に
、
音
声
検
索
（
調
べ
た
い
こ
と
を
マ
イ
ク

に
向
か
っ
て
言
っ
て
調
べ
も
の
を
す
る
）
や
、

他
の
機
能
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
た
い
へ
ん
好
評
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
お
声
が
集
ま
る
よ
う
で
し
た

ら
、
再
度
研
修
会
を
予
定
い
た
し
ま
す
。
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ごらんになっていただきましたか？
柘植地域まちづくり協議会<公式ホームページ>

スマホ対応です。お知らせ情報などを中心に
掲載していきますので、ご利用ください。

ｱﾄﾞﾚｽ http://tsuge.jpn.org



【4】

１
月
８
日
（
日
）
、
ふ
る
さ
と
会
館
い
が

に
て
、
柘
植
中
・
霊
峰
中
校
区
の
成
人
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。

左
写
真
は
柘
植
中
学
校
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
写
真
で
す
。
今
年
の
新
成
人
が
、
柘
植

中
学
校
最
後
の
複
数
学
級
の
学
年
と
な
り
ま

し
た
。
新
成
人
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

行事のご案内（案内については、ホームページ http://tsuge.jpn.org に随時掲載をしています）

①生活環境部会より

講演会「林業イノベーション～森のめぐみを地域の力に～」
講師：長谷川尚史さん(京都大学准教授)

⇨２月８日(水)午後２時～ ゆめテクノ伊賀（☎41－1061）

…布引地域・阿波地域とともに、林地のあり方、林業のめざすべき姿を学習します。

②柘植駅を核とした公共交通のあり方検討委員会より

2月25日 ＪＲ草津線ラッピング列車運行開始！
当日を迎えるに際し、「駅構内の清掃活動」を実施します。
⇨２月２１日(火)12:45柘植駅集合（飛び入り歓迎！掃除道具持参）

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
日
が
長
く
な
り
、
帰
り
道
も
明
る
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
２
月
４
日
は
立
春
で
、
そ
れ
以
降
は
朝
が
ど

ん
ど
ん
早
く
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
毎
年
の
こ
と

で
す
が
、
（
私
は
）
気
持
ち
が
高
揚
し
て
き
ま
す
。

▼
予
定
よ
り
大
幅
に
時
間
の
か
か
っ
て
い
た
「
旧
柘

植
保
育
園
跡
地
利
活
用
計
画
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

１
月

日
に
検
討
委
員
会
と
し
て
中
間
案
を
ま
と
め

11

ま
し
た
。
▼
す
で
に
組
回
覧
さ
れ
て
い
ま
す
が
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
▼
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
は
２
月
３
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
西
田
方
計
）

今年の初登山は、例年になく大勢の参加者でした。

また、きれいな初日の出を拝むことができました。

「バンザイ」のようにカメラを掲げている人がいて面白い写真が撮れました。
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◆おしらせ◆

10月27日に市民センターで実施した議会報告会の回答書

が、当日参加された議員様より届いております。

閲覧を希望される方は、運営委員（各区区長等）、または

まちづくり協議会事務局へご連絡ください。


